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2023年今年もよろしくお願します。

プロフイール    |  ′
生年月日 昭奉口49年 4月 2日 48歳   |
家族構成 妻・工女三男        ―

富生―小・忠生中・桜美林高校・産業能率大学 卒
中国北京体育大学,留学    「
現在 Ⅲ
町田市議会議員6期
第36代町甲市議会議長   |
(―社)町田市体育協会 監事   !
町田市青少年健全育成忠生第一地区委員会 副会長
町田市グラウンドゴルフ協会 副会長
町田市少年野球連盟忠生支部 顧間
町田市回地野球運盟 顧間        '
町田市ソフトボール連盟 顧間
町田市ボクシング連盟・町田市水泳協会 所属
スイミングコマチ°ボクシングトレーナニ

2022年も大変お世話になりありがとうこざい

ました。◆年の2月は町田市議会議員選挙があ
り、皆様に支えられ

'お
か|ザさませ6期目を務

めさせていただいています。

憚例の2922年今年の漢字には、『戦』が選ばれ
ました。コロ去ウイ

'レ

スの終息が見えない中t
ウクライナ情勢や急激な円安の状況等が、市民
生活に大きな影響を与えており、戦争への恐ll布

や将来への不安が現れたものと思われますが、
冬季五輪ゃ市杯で戦うた白本代表選手国の基も
I見しているかもしれません。     i
最う身近な政治である市議会でも、常にコロ
ナ禍に伴う市民の福祉や教育の充実、産業の発
展等について議論が交わされています。こうい
つた状況だからこそt立ち止まることなく、明!

るい本来をつくるために市嗽に邁進していかな
ければなりませんも

私自身も市議会議員として22年目を迎えて多
くの課題に取り組み、解決ができるようになつ
ていますど皆様からの声を市政に反映させ、よ
り住みやすい、選ばれる町田となるために活動
してまいります。引き続きのこ支援賜りますよ
うよろしくお願い申し上げます。
本年も皆様にとって笑顔あ応lれる素晴らしい
一年となりますょうに願つております。

*尚、公職選挙法により、

年賀状が禁止されてい

ますので、この報告

をもうて挨拶とさ

せていただきます。

●・ ●・●

０

●
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忠生地区まちづくりについて間う

国 【質問】これからの忠生地区まちづくりの

発展の考えlよ ?   1 '
困 【石F反市長】
忠生スポーツ公園は忠生地区のまちづくり

として最重要項目であり、池の辺地区は2023

年9月 に開園、峠谷地区・旧埋立地は、2032

年度に開園予定。とそれぞれ示せたことは、

忠生地区の発展の大きな二歩である。

◆後も、資源化施設周辺の方々と話し合い

を重ね、忠生地区がますます魅力ある、渚気

に満ちた地区になるよう取り組む。 |

部市間交流について間う

口 【質間】田丁田市は現在6自治体と交流を結
んでおり、それぞれが関係人口を増やす取り組
みを行うてきたよ日乍今のコロナ禍で交流が進
まない状況で、今後の都市間交流の方向性は?

□ 【政策経営部長】
!6自治イ本との交流はi民間交流も含め、そ
ィれぞれの自治体イがントに招待いただき交流
を深めている。今後も、コロナウイルスの感

染状況を注視しつつ、こ才1まで通りの交流を

続けていきたい。

遠藤周作生誕100年に向Iナて

回 【質問】町田市にゆかりのある『作家遠藤
周作』、が 2023年 に生誕 100年を迎えるにあた

り、どのような取り組みをしてしヽくか?

困―【生涯学習部長】
こイlまでも市民文学館において周年事業を

行つてきた。2023年 10月～ ]1月 に展覧会を実

施する予定。遠藤周作生誕 100年 を、日Pや
SNSの活用、市民との協働などで広く情報発
信を進めていく。

発静J
田

…

露繊

物価高騰下におIナる、阿田市の施策

について間う|      !
国 【質問】昨◆の経済状況下での、市民生渚
への影響と市内事1業者への影響の認識は?ま

た市内事業者育成の考えは?

困 【石阪市長】
物価高騰の影響lよ、拿料品や資材にも影響
しており、家計や市内事業者の負担増加につな

がつていると認識している。これまで阿田市は
コロナ桐や物価高騰に際して国の財源を基に

様々な支援をスピーズィニに行つてきた。変化
の激しい経済情勢や厳しい財政状況にあつて

も、?040未来づぐリビジョンを着実に推進し、

将来にわたつて輝けるまちを目指してしヽくを

コロナ後を見据えた市民病院の運営を問う

回 【質問】最近の決算状況は(国や都の補助
金により黒字であつたが、コロナ後の財政見 |

通しはどうか?

困 【市民病院事務長】
コロ芸に係る補助金に頼ることなく、自立

した病院運営を実現するため病床利用率の改

善等を図つていく。

hyperttQUについて間う
|口
【質問】しヽじめ ,不登校対策として行つた

FhyperiQU』 について、事業の検証を基に、

教育で選ばれる町田を目揺してはどうか?

困 【教育長】「
児童生徒が心身ともに健康で、意欲的に学

校生活ができるよう、いじめ・不登校の予防
を目的とする教育施策の充実は重要なことで

ある。hyperttQ∪の成果と課題を検証し、充実

させていきたい。
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hyper中Quについて
第 1回定例会と第3回定例会で下般質間し

た、学棟でのいじめ・不登校対策として取り組

むことになった FhypёドQu』 について説明し

ます。

【hyperttQりとは】     ~
子どもたちの1学校生活での意欲や満足度と

学級の雰囲気、対人関係スキルを質商用紙によ

つて測定する教育・心理テスト

【hyper口 Qりの活用は】

不登校になる可含静性の高い子どもの早期発見

いじめの発生・深刻化の予防やいじめ被善に

あうている子どもの発見 i   l

学級崩
'表

の予防、よりよい学級づくり

教育実践の指導効果の評価・検討  :
【阿H市の活用状涜】
小学5年と中学2年を対象に2回実施

『
e

【T般質問での提言】
教員からは、「クラスの特徴や自分の指導の

傾向がわかった」「学級の解決すべき課題の優

先順位がわかった」「支援が必要な子どもに対

し、教員間で情報共有ができた」 保護者から
は、「親が気づいていなかつたことが分かった」

「細ゃかな診断がなされていて驚いた」などt

全体的に好意的な意見があう!たと:

この診断の特徴は、実証結果が根拠となり、

教員が保護者と具体的に話すことができる点で

ありますとこの取り組みを通して、いじめや不
'登校の予防を図り、

浦足度の高い学校を

目指し、教育で『選

ばれる町田』に繋|ザ

ていただきたいと

,vン マ

股関節を柔らかくしよう
股関節は、座る。立う・走るなどあらゆる
動作をするために使われる1蘭節です。股関節
の柔軟性を高めることで、i身体の動きがスム
ーズになります。

今回は、股関節のストレしチを紹介します。

【最も簡単なストレッチ】
①仰向けに寝る           i
②片声の早のひざを曲げ、面手で抱えて胸に
、引き寄せる   |     |
③ひざを中げ両手で抱えたまま、足を内側に
ひねる(お尻・外ももを伸ばす)

Φoさを曲げ両手で抱たたま書、足を外側に
ひねる(内ももを伸ばす)
⑤反対俣」もゆっくり30秒ほどそれぞれらセッ
トずづ行tヽます。

股関節まわりの筋肉をほぐすことにより、
日費関節の可動域を広げますなどこの筋肉が伸
びているかを意識しながら、無理せず毎日行

継 tヽましょう。
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新型コロナウイルスの状況やウクライナ情勢、急激な円安等

の影響で、物価や資材等の高騰が続いていることから、国や東

京都は緊急に「総合経済対策」や「激変緩和対策」を打ち出し

ました。

第3回定例会 (9月 )、 第4回定例会 (12月 )のそれぞれの議
会では、町田市もこれら対策費「新型コロナウイルス感染症対

応地方創生臨時交付金」等をいち早く活用し、買い物支援や光

熱水費の支援策を議会に上程し、実施してきました。まさに、

議会と行政が両輪となり、市民生渚に密着した政策が打ち出せ

たと考えていますと今後も引き続き皆様からの声を聞き、より

身近な政治である “町田市政"を発展させるために取り組んで
いきます。

若林あきよしは、わかりやす

い政治をモットーにこの議会報

告を作成しております。ご意見

ご要望などお知らせください。

また郵送に際して知人や紹介者にお送り

しておりますが、ご不要な方はご連絡くだ

さい。               |
,またてこの報告を近所に配つていただけ

る方 (ポステイングボランティア)何部で

もかまいませんのでご協力いただければ幸

いです。ご連絡いただければ直接お持ちい

たします。メ
i下
ル・電話等でよろしくお願

いいたします。

若林あきよしからのお願い 小倉紹信代議士 初入閣 !

町田市を選挙区とする衆議院議員小倉脂

信さんが、この度、内閣府特命担当大臣 (少

子化対策・男女共同参画)に就任しました。

2029年 4月 には Fこども家庭庁』が発足し

ます。

子どもたちの将来のためにますますこ活

躍されることを期待します !

ホームベージ、各種SNSからも
議会情報等を酉己信中 !

0◎ 0●
爛Ⅷ‰Ⅷ
Homepage
QRコード

hstasram
QRコード

YouTube
QRコード

facebook
QRコード

発行 :選ばれる町田をつくる会 お問い合せ :若林あきよし
〒194-0203町 [ヨ市図師町601-1l TEL/FAX:042-793-2280e― mailiinfo@w― akiyoshiocom
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生年月日 昭和49年 4月 2日 48歳   ―
家族構成 妻 |―女三男
忠生工小・忠生中・桜業林高校 P産業能率大学 卒
中国北京体育大学 留学 ヽ
現在   |、
町田市議会議員6期        |
第36代町田市議会議長         |
(―社)町田市体育協会 監事
町田市青少年健全育成忠生第一地区委員会 副会長
町田市グラウンドゴルフ協会 副会長
町田市少年野球連盟忠生支部 顧間
町田市団地野球連盟 顧間
町田市ソフトボール連盟 顧間
町田市ボクシング連盟・町田市水泳協会 所属
ネイミングコエチ・ボクシングトレーナー

2922年 2月、町田市議会議員選挙が行われt
無事に6期目に当選させていただきました。
お支えいただいたすべての方に心より感謝申
し上げます。              ィ

12022年度の町田市の総予算が決定しました。

第 1回定例会 (3月議会)での予算にういて
は、選挙後初の議会のため、骨格予算として

計上されおり、この度の第2回定例会 (6月

議会)の補正予算と合わせて2022年度の総予
算■なりました。I I   I     i
2022年度r般会計は、1,612億a523万由ですと
昨今t新型コロナウイルス感染症やロシア
によるウクライナ公の軍事侵攻により、

!社
会

経済や国際関係が混乱し、私たちの日常生活

が大きな影響を受けています。また、災害も

頻発しており、日頃から危機管理に対
―
する童

要性が増してきています。町田市においては、

2022年 4月から、基本構想・基本計画の「町

田未恭づくリビジヨン2040」 とその実施計画

である「町田市5方年計画22-26Jん ス`タ■ト

しました。       イ

こういつた先行き難しい世の中であるから

こそ、この2040年を見据えて作り上げた将来

のビジョンを実現していくために、知恵を出

し新たな提言をしていかなくてはなりません。

_9_引き続き、茸軒拌らのこ意見證要望をお聞か
せください。
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2022年度まちだの教育を問う I

回 【貰間】2022年度の町田市の教育方針は?

囚 【坂本教育長】

学力向上 :「田丁田市スタンダード授業E女善シー

ト」を渚用し、教員が授業力の改善を図る。

ICT教育の推進を図る。1英語によるコミュニケ

ーションの機会を提供する。

体力向上 :小学校連合体育大会の開催。朝食

レシピコンテストにより、食育地産地消を進

めるё    l     !
防災教育 :月 1回の避難訓練、小学校の保護

者引き取り訓練、中学校の集画下校で、帰路

の安全を確認しているぉ    I
Hyper― QU(教育。心理検査):いじめ・不登
校の予防対策として、

j学
校生活での状況を測

定する診断を本年度より導入すると     |
特色ある学校づくりについて :田丁田市は全校

がコミュニティスタ■ルとなり、地域の特性

を活かした活動を一層活発に行う。

口 【質間】」ヽ学校全校が一堂に会する「連合

体育大会」をさらに盛り上げていくべき。‐

困 【学校教育部指導室長】

子どもたちにとってより良い大会となるよ

う、
1応
援方法なども工夫し、運営についても

盛り上士プるよう検討してまいります。

忠生地域まちづくリブランドデザイ
ンについて①  (

口 【質問】長期構想 ,長期計画「まちだ未来
づくリビジョン」の実行計画である「町田市

5ヵ年計画22-26」 に忠生まちづくリグランド

デザインの要素はどのように含まれているか?

議会報告 か

1

は し Vo1 53

ヨ発静J

困 【高橋副市長】

忠生地域まちづくり

グランドデザインで示

さ才1た、忠生スポーツ公園の整備や蓮を鑑賞

できる都市公園の整備、里山環境施設の整備

など位置付けている。      !
口 【質問】田丁田市全朝のまちづくりの観点か

ら、忠生地域に大規模体育館を整備すべき。

困 【高橋副市長】  ―
忠生地域の方々からのこ要望を重く受け止

め〔写|き続き考えていく。

2022年度第軍回定例会 (6月議会)

次期町田市の教育5カ年計画(教育プ
十

ラン24128)を間う !

口 【買間】次期教育プランの策定では、経済

の視点から、地域経済人の方々の知見を得る

べきだがどうか?

困 【学校教育部長】       ●
教育プラン策定にあたっては、J晋来を見据

えて様々な視点からの調査が必要となってく

る。経済界の意見聴耳叉についても検討を進め

ていくき

3歳児健診での視力検萱の充実を求めて

固 【質間】9歳児健診で行う視力検査におい

て斜視や弱視の発見に漏れがなくなるよう、

簡易で多くの子どもを診ることができる、屈

折検査機器の導入を求めるも

困 【保碑所長】  ※     |
2022年フ月より、スポットビジョンスクリ

ーナーを導入し、視力検査の充実を図る。
※スボットビジョンスクリーナー :スクリーニング検査機器。
まだ視力検査ができなしヽ乳幼児 (生後6か月～)の検査を瞬
時に行うことができる機器。測定完了率99,70/oc

間
…
葺破
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交通安全推進協議会について
今期より、町田市交通安全推進協議会の会長に就任しました。町田市交通安全推進協議会は、町田警察
署1南大沢警察署をはじめ交通安全協会や各ノム`共交通機関、町内会自治会などの代表者により組織されて
おり、春と秋に行われる「全国交通安全運動」の取り組みなどについて協議する機関となつています。

今回は、12021年度の交通事故状況について報告します。

●

Ｔ

ｅマ,ン●

町田警察署管内での交通事故概要について
。事故件数自体は増加している。    ~
。特徴といては通勤・通学時間帯の事故がクタく、年

齢層としては20代から59代で半数を占めてしヽる。
●新入学を終えた児薫が学校生渚に慣れ、事故が

増える1傾向にある。
。これからの季節は

=輪
車の事故が増える時期で

あると'

●二輪車の事故としては、車両の死角に入つて、

出会い頭に事故に遭うというケースがある。

ライダーに対して、車

F日写をしっかり取つて相

手に発見してもらう。

また、横断歩道の前で

はしつかり止まるとい

う啓発をしていきたい。

南大沢警察署管内での交通事故概要にういて
020Pl年は交通死亡事故0件であり、1南大沢警察
1署
設立以来、初めて交通死亡事故0件を達成す
ることができた。

●交通事故件数 (町田市内)は、昨年よりも25件

増加している。        |
●状態別発生件数は、乗用車の事故が全体の5害」

を占めており、以下、自転車、歩行者の順である。
●路線別発生件数は1町田街道が39件、多摩境通
りが22件となつている。

■南大沢警察署管内の子どうの魚傷者の数は32名

でありヾ 肇視庁全体で5番目に多いためt子ど
もの交通事故を如何に抑えるかが課題である。

将来を揮う子どもの交通事故を防ぐために各自

治体を初め緊密な連携を取りながら適切な対策

を講じていきたい。

日の健康を守ろう 1
人生1叩年時代、生涯にわたり目の健康を維

持する事が大切ですざ今回は、近視にならない

ため・進行させないための予防についてです。
生活習慣 :適度な運動ヽ過度の飲酒・喫煙を

控えると

姿  勢 I PCやスマホなどの画面を凝視せず、
姿勢を整えて、画面から30`m程度

離れて画面を見る。長時間は避け

!適度に自を休めると

養 :バランスの取れた食事。ルテイン

・アントシアニンといった成分含

む緑黄色野菜や果物を摂ると

目の健康状態と百の |

病嘉を早期に発見ず
ることができるため、
定期的に日の検査を

選審 :|ギ T

栄

患
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町田市議会議員選挙終了後、2日後には議会が招集され、当
選証書の授与や会派構成など行いました。会派とは、政党とは

異なり、議会内で同じ考え・政兼のもと行動を共にする議員の
グループです。

この度新たに、―議会内で “熟議を重ね信頼される会派を作る"

という目的のもと、政策・考え方を同じくする
1議
員と共に『選

ばれる町田をつくる会』 (自民党議員と無所属議員が所属)を結
成しました。

様々な声がある中、議会内や行政とも信頼関係を築く中で、

想いの政策を実現してしヽくためにt覚悟を持つて決断しました。
皆様にはこ理解いただき、こ支援いただけますようよろしくお

願いします。

各
η

若林あきよしは、わかりやすい政治
をモットーにこの議会報告を作成して
おります。ご意見ご要望などお知らせ
ください。

また郵送に際して知人や紹介者にお
送りしておりますが、ご不要な方はご

連絡ください。また、この報告を近所に範っていただ
ける方 (ポステイングボランティア)何部でもかまい
ませんのでご協力いただければ幸いです。ご連絡いた
だければ直接お持ちいたします。メール・電話等でよ
ろしくお願いいたします。

若林あきよしからのお願い 第26回参議院議員通常選挙
フ月10日、6年任期の参議院議員の選挙

が開催され、応援したすべての候補者が当

選することができました。こ支援いただい下

た皆様に感謝申し上げます。

この度の選挙lよ、痛ましい事件が起こり、

決して忘れる事の出来なしヽ選挙戦となりま

した。

勝利はしましたが複雑な気持ちの方も多

くいると思われます。

次の参議院議員選挙 lよ (3年毎に半数が

入れ替えのため)8年後の夏にF汗弓催されま
す。民主主義|よ、自由で公正な選挙が行わ

れていることが重要です。

これからも言論により、民主主義政治を

支える責任をもち、選挙に向き合いたしヽも

のです。

ホームベージ、.各種SttSからも
議会嬌幸最等を酉己信中 !

011◎  0 ●

Ⅷ‰Ⅷ靱
Homepago     instagram
QRコ‐ド   QRコ ード

YouTube
QRコード

facebook
QRコード

発行 :選ばれる町田を作る会 お問い合せ :若林あきよし
〒194-0203町田市図師町601-14 TEL/FAX:042-793… 2280e― mail:info@w―akiyOshi.com
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干?凛  いわせ 和子 様

DESCRIP¶ON

サーバー利用料金

「k― iwasё.net」 ドメイン維持責

ウエブサイト更新費

お振込口座

三菱東京∪F」報行新宿西支店

普通 0894581オ キタョシフミ

QTY

NO

DATE

PAYMENT DEADLINE

PRICE

¥600

¥1,852

¥10,000

SUBTOTAL

TAX

AMOUNT

アートデンカ 沖田嘉史
T202-0014
東京都西東京市富士町3-牛9
サンロード東伏見201
TEL:090-9851-5997

ADS‐22041]

202204.04

20220430

AMOUNT

¥7,200

¥1,852

¥10,000

¥19,052

¥可 1905

¥20,957
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1

1

岬耐
礎
キ
ヽ

単移
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299957

AMOUNT

¥

お振込手数料は、お客様にてご負担頂けますよう何卒宜しくお願い申上げます。
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株式会社
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取扱者印及び社印なきものは無効と致します。

毎度格別のご愛顧を賜り厚く

御礼申し上げます。

上記金額正に領収致しました。

本     社  〒813-0062
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２
０
２
２
年
２
日
に
町
田
市
議

会
議
員
と
し
て
４
期
目
を
迎
え

■
世
界
的
緊
張
感
が
増
す
中

町
田
市
民
の
生
命
を
守
る

！

私
は
、
改
選
後
た
だ
ち
に
、
日

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
対
す
る
「決
議
文
■
を
起
案
し
、

全
会

一
致
で
可
決
さ
せ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
の
影
響

で
（
ロ
シ
ア
軍
は
日
本
の
領
海

・

領
空
で
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め

る
行
動
を
と
り
、
ま
た
、
中
国
軍

に
よ
る
領
海

・
領
空
侵
犯
、
北
朝

鮮
に
よ
る
過
去
最
多
の
弾
道
ミ

一サ
イ
ル
発
射
な
ど
〈
日
本
を
取
け

巻
く
環
境
は
急
速
に
変
化
し
て

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
．

東
京
都

の
区
部
や
神
戸
市

で

は
へ
弾
道
■
サ
イ
ル
の
爆
風
か
ら

国
民
を
守
る
た
め
、
地
下
施
設
を

緊
急

一
時
避
難
施
設
に
指
定
し

ま
し
た
。

一
方
（
地
下
型

の
緊
急

一
時
避

難
施
設

の
指
定
が
無

い
町
田
市

は
、
「弾
道
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練
」

に
つ
い
て
「
国
や
東
京
都
か
ら
の

指
示
が
無

い
限
り
検
討
し
な
い
」

と
し
て
き
ま
し
た
。

■

●

ｔ賜
無
隣
ｉ
は
一歩
■
２‐？
午
牛
肝

の
時
点
で
、
各
市
町
村
に
お
い
て

も
弾
道
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練
を

実
施
す
る
よ
う
国
か
ら
求
め
ら

て

い
まし

か
ｔ
町
田
市

で
は
ま

っ
た
く
認
識
し
て
お
ら
ず
（

私
は
強

い
危
機
感
を
感
じ

ま
し
た
。
　
　
　
一

そ
こ
で
２
０
２
２
年
‘

月
（
ま
ず
は
状
況
を
き
ち
ん

と
認
識
す
る
こ
と
を
求
め

る
と
同
時
に
、
通
常
の
災
害
七
武

力
攻
撃
事
態
に
よ
る
戦
災
を
分
け

て
考
え
る
こ
と
や
、
町
田
市
の
防

災
関
係
部
局
へ
専
門
的
な
知
識
を

有
す
る
退
職
自
衛
官
を
任
用
す
る

こ
と
を
提
言
し
ま
し
た
。

何
を
す
る
か
わ
か
ら
な
い
隣
国

が
あ
う
な
ら
ば
、
危
機
管
理
に
お

け
る
想
定
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が

現
実
的
な
判
断
だ
と
思
い
ま
す
”

■
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
か
ら

．

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た

２
０
２
１．
年
３
月
、
他
の
自
治

体
に
先
駆
け
国
に
提
出
し
た

「中

国
政
府
の
人
権
弾
圧
に
対
し
、
日

本
回
政
府
に
毅
然
と
ｔ
た
姿
勢
を

求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い
て
、
同
年

８
月
に
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
か
ら

感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
・

日本ウイグル協会会長

子田ケリム氏と

中
国
政
府
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル

人

へ
の
人
権
弾
圧
に
対
し
、
先

進
７
功
国
６
じ
は
制
裁
に
踏
み

切

っ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
未

だ
態
度
を
示
し
て
い
ま
せ
ん
。・

日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
か
ら
の

感
謝
状
に
は
、
「町
田
市
議
会
か

ら
毅
然
た
る
意
志
を
示
し
た
こ

と
は
ム
地
方
議
会
と
し‥
て
の
誇

り
を
内
外
に
示
す
こ
と
に
他
な

ら
ず
、
か
つ
全
国
の
皆
様
の
勇

気
に
つ
な
が

っ
た
と
確
信
ｔ
て

ぉ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
６．

貴
議
会
か
ら
の
意
見
書
は
国

会
を
後
押
し
す
る
着
実
な

一
歩

で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
ど

七
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。引

き
続
き
、
力
に
よ
る
現
状

変
更
を
も
ぐ
ろ
む
覇
権
主
義
に

対
し
て
毅
然
と
し
た
態
度
で
地

方
議
会
か
ら
声
を
上
げ
て
ま
い

り
た
く
思
い
ま
す
。



■
歩
道
設
置
を
実
現

！

（南
大
谷
）

南
大
谷
に
あ
る
自
動
車
教
習
所

の

坂
上
カ
ト
ブ
は
、
交
通
量
が
多
く
、
通

学
路
で
あ
り
、
バ
ス
通
け
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
歩
道
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

私
は
歩
道
を
設
置
す

べ
く
８
年
間

に
わ
た
り
関
係
機
関

へ
働
き
か
け
を

続
け
（
都
の
予
算
も
確
保
し
、
地
権
者

の
ご
協
力
の
も
と
、
こ
の
度
、
歩
道
設

置
が
実
現
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
」

市
内
道
路
は
限
ら
れ
た
予
算
の
中

で
も
交
通
量
等
を
考
慮
し
（
重
大
な
事

故
が
発
生
す
る
前
に
優
先
順
位
を
も

っ
て
改
修
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

■
玉
川
学
園
正
門
前
の
踏
切

さ
ら
な
る
拡
幅

・
改
良
を
求
め

！

こ
の
踏
切
道
は
変
則
的
に
交
差
し
て

お
り
、
幅
員
も
足
り
ず
（
通
過
す
る
車
両

は
歩
行
者
を
よ
け
て
朝
夕
の
通
勤
時
間

に
は
大
変
な
渋
滞
が
発
生
し
ま
す
。
歩

行
者
の
安
全
対
策
ｊ
不
十
分
で
す
。

私
は
長
年
、
こ
の
踏
切
の
改
良
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
２
０
２
１
年
２
月
に
は
、

当
面
の
対
策
と
し
て
、
踏
切
注
意
柵
と

遮
断
機
の
セ
ッ
ト
バ
ツ
ク
エ
〓
〈ヽ
踏
切

内
歩
道
の
カ
ラ
呵
舗
装
が
行
わ
れ
、
歩

行
可
能
な
空
間
が
広
が
り
ま
し
た
「

さらによくなります !

工事前 工事後

歩行可能な空間の拡幅は

当面の対策。本格的な改良工事が必要 !!

″嶋
さ
ら
ｔ
２
０
２
２
４
４
月
に
は
、
町

田
市
の
新
た
な
実
行
計
画
に
こ
の
踏

切

の
改
良

工

位
置
付
け

ら
れ
（
２
０
２
６
年
度
ま
で
の
拡
幅
工

事
実
施
が
示
さ
れ
ま
ｔ
た
。

踏
切
道
の
改
良
工
事
は
通
常
の
道

路
改
良
工
事
以
上
に
困
難
な
■
の
で

あ
け
、
９
年
前
に
私
が
提
言
し
始
め
た

当
初
、
町
田
市
で
は
実
現
性
は
乏
ｔ
い

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
国
や
鉄
道
事

業
者

へ
の
働
き
か
け
を
合
め
自
ら
動

く
こ
と
で
、
よ
う
や
く
実
現
さ
れ
る
運

び
と
な
つ
た
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
・

■
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ト
セ
ン
タ
■
を

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ｒ
シ
ヨ
ン
に

２
０
２
２
年
１
月
に
稼
働
し
た
町

田
市
の
新
た
な
ご
み
処
理
施
設

「町
田

市
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
引
セ
ン
タ
ト
」

は
、
東
Ⅳ
本
唯

一
の
先
進
的
な
施
設
で

あ
り
（
全
国
か
ら
多
く
の
視
察
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

私
は
、
こ
の
視
察
受
け
入
れ
を
契
機

と
し
て
、
オ
ー
ル
町
田
を
宣
伝
す
べ
き

と
提
言
し
て
い
ま
す
。
町
田
市
内
に
は

注
目
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
多
く
あ
り
，ま

す
が
（
行
政
の
所
管
部
署
が
異
な
る
こ

と
も
み
り
、
個
尉
に
視
．案
を
受
け
入
れ

て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

魅
力
的
な
視
察
先
を
パ

ッ
ケ
ー
ジ

化
す
る
こ
と

で
市
内
滞
在
時
間
を
増

加
さ
せ
、
宿
泊
や
飲
食
等
、
市
内
経
済

の
循
環
に
も
寄
与
す
る
よ
う
取
り
拇

む
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
ま
す
。　
　
・．

町田市バイオエネルギーセンター開所式にて
(写真左から)石阪市長 小倉大臣 渡辺げんたろう



■
特
性
に
応
じ
た
公
園
管
理
を

町
田
市
で
は

「薬
師
池
公
園
四
季
彩

の
杜
」
や

「南
町
田
グ
ラ
ン
ベ
リ
ー
パ

ー
ク
」
な
ど
規
模
の
大
き
な
公
園
の
整

備
や
管
理
に
民
間
活
力
を
導
入
し
、
全

国
的
に
も
好
評
を
受
け
て
い
ま
す
。

私
は

一
方
で
、
「規
模
の
小
さ
な
身

近
な
公
園
」
の
管
理
こ
そ
、
市
民
生
活

に
潤
い
や
憩
い
を
与
え
、
快
適
な
住
環

境
を
創
出
す
る
意
味

で
も
大
変
重
要

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

厳
し
い
財
政
状
況
に
よ
り
、
管
理
し

き
中れ
な
い
公
園
が
散
見
さ
れ
る
の
は

大
変
惜
し
む
べ
き
も
の
で
す
。

身
近
な
公
園
に
も
民
間
活
力
の
導

入
を
検
討
し
、
地
域
住
民
に
よ
る

「協

働
の
場
づ
く
り
」
の
た
め
、
許
可
の
弾

力
的
な
運
用
を
す
る
な
ど
市
に
求
め
、

現
在
前
拘
き
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
私
は
、
遊
具
の
撤
去
や
樹
木

ａ
任
兵
障
残
，
４
～よ…′ｌ
最
大
限
奮
民
Ｃ

ぶ
に
翌
”
潟
ダ
藻
ダ
下
に
据
言
し
て

い
ま
す
「

玉
川
学
園
４
丁
目
の
朝
日
公
園
で

は
、
樹
齢
約
６
０
年
の
見
事
な
桜
の
木

２
本
が
、
春
を
目
前
に
し
た
あ
る
日
、

突
然
伐
採
さ
れ
、
多
く
の
地
域
の
方
か

ら
惜
し
む
声
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

公
園
管
理
上
必
要
な
措
置
だ
つ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
せ
め
て
春
を
待

っ
て
最
期
に

一
花
咲
か
せ
て
か
ら
伐

採
し
た
り
、
事
前
に
地
域
の
皆
様
へ
お

知
ち
せ
し
た
り
す
る
な
ど
、
配
慮
で
き

る
こ
と
は
あ
っ
た
は
ず
で
す
。
　
．

と

　

　

　

　

　

　

＾

膊
一岬訴
軸
饗
・凱発

た
、
桜
な
ど
の
伐
採
は
開
花
時
期
も
考

慮
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

■
保
健
所
と
健
康
福
社
会
館
は

ど
こ
へ
行
く
の
か

劉
＝

町
田
駅
前
周
辺
の
公
共
施
設
の
集

約
と
複
合
化
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
保
健
所
と
健
康
福
社
会
館

は
、
現
在
の

「健
康
福
社
会
館
用
地
」
一

に
集
約
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

エ

ロ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

知鰤的説嘘脚帯設薄叫れ知鵠」オ

タ
ー
再
編
用
地
」
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
ア
ク
セ
ス
・
医
師
の
確
保

・
事

業
の
持
続
可
能
性
を
課
題
と
し
て
聞

係
者
の
皆
様
か
ら
心
配
の
問
合
せ
が

増
加
し
て
い
主
す
。

私
は
、
利
用
者
の
意
向
を
慎
重
に
調

査
す
る
こ
と
、
ま
た
、
診
療
機
能
の
管

理
者
で
あ
る
医
師
会
や
歯
科
医
師
会

が
納
得
で
き
る
よ
う
な
取
組
に
す
る

よ
う
市
に
求
め
て
い
ま
す
。

■
豪
雨
災
害
か
ら
暮
ら
し
を
守
る

卜
・

近
年
の
豪
雨
災
害
に
お
け
る
瞬
間

豪
雨
量
は
（
３
０
年
前
と
比
べ
７
０
％

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
は
広
域
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
、
町
田
市
単
体
で
考
え
る
だ
け
で
な

く
、
国
、
東
京
都
、
政
府
に
対
し
て
東

京
都
全
域
の
河
川
流
域
市
区
町
村
と

一
体
と
な

っ
た
整
備
促
進
が
重
要
と

な
け
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
一

私
は
建
設
常
任
委
員
会
委
員
長
と

し
て
、
第
６
０
回
東
京
河
川
改
修
促
進

連
盟
総
会
及
び
促
進
大
会
に
出
席
す

る
な
ど
、
暮
ら
し
を
守
る
総
合
的
な
治

水
事
業
の
強
力
な
推
進
と
、
必
要
な
財

源
の
確
保
を
市
域
を
超
え
た
活
動
で

進
め
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
９．

ま
た
、
冨
一多
摩
上
下
水
及
び
道
路

・建
設
促
進
協
議
会
」
の
委
員
長
と
し
て

多
摩
地
区
を
代
表
し
、
上
下
水
道
の
耐

震
化
や
道
路
事
業
の
更
な
る
促
造
を

目
指
し
て
東
京
都
や
国
の
関
係
省
庁

に
陳
情
行
動
を
し
て
い
ま
す
。



日
高
校
生
医
療
費
助
成
が
決
定

・　
２
０
２
３
年
４
月
か
ら
、
所
得
制
限

を
設
け
た
上
で
、
通
院
費
が
２
０
０
円

と
な
る
よ
う
高
校
生

の
医
療
費
を
助

部町”脂【！勁叫猫吼韓醜駐ぽにヽ

本
事
業

へ
の
東
京
都
か
ら
の
補
助
が

１
／
２
に
な
る
た
め
、
約
１
億
７
５
０

万
円
の
市
の
負
担
が
発
生
す
る
予
定

で
す
。
　
・

そ
も
そ
も
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

は
子
ど
も
に
対
す
る
助
成
で
あ
つ
て
、

綿
世
帯…
０
所
律
に
と
つ
て
匹
肘
き
れ

る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。
　
　
一

歩
併
，２…
∈
午
底
雰
降
ｊ
棄
真
祁
が

ら
の
全
額
補
助
が
継
続
す
る

き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

学校法人玉川学園 」ヽ原芳明 理事長と

■
各
種
課
題
を
整
理
し
、

町
田
児
童
相
談
所
の
新
設
を

児
童
相
談
所

の
業
務

は
東
京
都

の

事
業
で
あ
け
、
町
田
市
内
で
の
発
生
事

案
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
「
八
王
子
．児
童

相
談
所
」
が
広
域
的
に
受
け
持
っ
て
い

ま
す
。

近
年
へ
児
童
相
談
所
へ
の
相
談
件
数

．は
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
多
く
の
関

係
者
か
ら

「町
田
児
童
相
談
所
」
の
設

置
を
求
め
る
要
望
が
出
て
お
り
、
町
田

市

に
お

い
て
も
設
置

の
方
向

で
動

い

て
い
ま
す
。

児
童
相
談
所
は
、
子
ど
も
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
問
題
の
解
決
の
た
め
に
必

要
な
機
関
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町
附
市

が
単
体
で
導

，
業
を
行
，
場
合
（
そ
の
事

業
費
や
専
門
的
な
人
員
の
確
保
等
、

様
々
な
課
題
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

私
は
町
田
市
に
対
し
卜
児
童
相
談
所

の
設
置
に
当
た
っ
て
　
ヽ
―ょ
、
現
時
点
か
ら

課
題
を
整
理
し
（
事
業
の
持
続
可
能
性

を
高
め
る
よ
う
提
言
し
て
い
ま
す
る

Ｂ
パ
■
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入
に

冷
静
な
検
討
を
求
め
る

，

同
性

パ
引
＋
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
一度

つ
・

登
場
か
ら
６
年
経
赴
し
、
と
れ
ま
●
に
．

多
く
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
（
人
日
力

バ
ト
率
は
既
に

頓
ｏ
％
を
超
え

て
い
ま

す
が
い
糾
度
謀
体
脱
ぎ
目
的
に
肛
ど
府

ど
祉
舟
ま
れ
て
い
一な
」
現
供
で
す
¨

本
制
度
の
導
入
目
的
は
、
主
に
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
当
事
者

の

「①
掴
り
ご

七
つ
解
消
」
と
（
「②
社
会
的
理
解

の
促

進
」
と
さ
れ
て
き
〓
し
た
。

ｔ
か
し
町
田
市
で
は

「多
様
性
」
の

言
葉
の
も
と
（
「②
社
会
的
理
解
の
促

進
イ
の
み
で
制
度
導
入
の
目
的
た
語

り
、
要
諦
で
あ
る
は
ず
の
当
事
者
の

「①
日
り
ご
七
解
消
」
に
つ
い
て
説
明

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
盲
耐
的
に
流
行
り‐の‥糾
底
０

章
え
一■
急
．ぐ
０
で
は
な‐↑
一
下
至
ま
す

ん
と
託
査
ｔ
、
当
事
者

一
人

一
人
０
リ

ア
ル
な
困
り
ご
と
に
目
を
向
け
る
こ
・

と
三
そ
が
本
当
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
と
提

ｔ
言
ｔ
て
い
ま
す
。　
　
　
●

ま
た
デ
「多
様
性
」
を
語
る
上
で
は
、

か
つ
て
米
国
大
統
領
が
、
「ポ
ケ
コ
レ
■

と
呼
ば
れ
て
い
る

「ボ
班
テ
ィ
カ
ル
乳

レ
ク
ト
ネ
ス
」
を
推
進
す
る
人
々
を
「多

様
性
の
名
の
も
と
に
多
様
性
を
つ
ぶ
し

て
い
る
」
と
批
判
し
た
こ
と
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
ど
思
い
ま
す
ｏ

私
は
小
限
ら
れ
た
財
源
で
山
積
す
る

課
題
に
向
き
合
う
行
政
に
お
い
て
は
い

轟
ど
五
れ
．た
大
き
在
声
０
み
．Ｆ
政
策
，判

を
す
る
の
で
は
な
く
、
冷
静
に
実
態

調
査
を
し
、
課
題
解
決
に
は
何
が
必
要

か
を
把
握
し
た
上
で
、
市ヽ
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
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領 収 書 等 貼 付 用 紙

領収書

綴,世
果軒勢;岳研守

2(定

)B亀
  ¥1とき

'illi｀

が斜
欅:檸穀定ュ:iO通

領収書 領収書
様様

17
¥42, b05i
騨
ｏ

ェ
区
研
尉特受1産:)】!0通     ¥と二子ャ語

広報費 買小計
/ど 70『浄 円 備考

小 計 ¥148,800 小 計 ¥42,000

600通

小 計 ¥14,700

誘丁
種定形
   40亀  1  発子1:i

小 計 ¥3,360

2,440通
¥152,160
¥13,832)
¥0

含議リ クレジット
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|″にお了

領収書

澪↓ギれる町田を?くる会御'中

⑬帝禅

‐  日付:2022年4月 ?9日
領収書番号:RF22(ン 2977み帽5

ラクスル株

〒14卜0021_東京都品川広上大崎2‐249アイケイビル lF
、 、teL 03・ 4577-9209 matt COntact@raksul心 oお

¥29ぅ5901

こ4洋文番号:   、

2204・28772495101

但し 商品代として      ′
上記金額を

=に
受領いたしましたも

商品軽要/商品仕様

解 〒ワ甥 甥 辮
ラー=光沢督(コ■卜),標準: .
90kO,翌日着     ‐

′
部数

7.000部

出荷日

12022年

4月 2Qロ

金額

¥26,900

注文内容:

注文合計:   ォ
消費税:

お請求合計金額:

お支払い方法:

i¥2c,990

¥26,900

¥2f690

¥29,590

クレジットカiド



買小計

′う/1√

領収書

選ばれる町田をつくる会 御中  白川哲也 様

雫藷膝盤暑窒だ髪晟諷貢毛蜜猾
おネし申し上げます。 |

何卒よろしくお願い申し上げます。

お登払条件 タレンットカード        縞品場所 と指定場所

2022年05月 03日

株式会社プリント′
可
‐617-0003

京都府向日市森本町野
TEL 0120-977-920

FAX 075-935-6890

御請求金額 32,270円 (税込) 納品郭日 7営業日

ご注文番号 内 数量 単 価 金 額

PAC2974253( 品名 :2022年第1回定例会議会報告 (B5)
中 /両面4色 /コ ート90/21o00部 /

4沼:と :ト
ンボ年上がり断書(デ1暮サイズでお響,)

1 32,270 3227C

合  計
32,270

特記事項

※
争霜瑠雀鰯 鴨 笥藁晃曇見臭諸ぞ?受

領事実がぁりませ々ので、表誓が「響収善Jとなうて|ヽても、
※5万円を超えていても収入印紙は貼付されません。



`‐
 げ?

等

領収書

2022年05月 03日

選ばれる町田をつくる会 御中  白川哲也 様
平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
下記の金額正に領収いたしました。
何卒よろしくお願い申し上げます。     .

お支払条件 クレジットカード 納品場所 ■指定場所

株式会社プリント′ヽ
〒617-0003

京都府向日
TEL 0120-977-920

FAX 075、 935-6890

御請求金額 26,070円 (税込) 納品期日 4営業日

夢二
‐
子チイ.甲 ,↓つ >7

ご注文番号 内 数量 単 価 金 額

PAC2974245〔 品名 :2022年第1回定例会議会報告
半V両面4色 /コート90/16p00部 Xl種類 /
加工1:ト ンボ仕上かり断裁 (ご注文サイズでぉ
力田工2.:

納ゆ)

26070 26p70

26,070

特記事項

挙3矮森雀塞潔竃選理解発郭昇:姦ぎi        
お受毎事実T守りま:んの下、1喪題:tr領収彗」:守Pていモも、

※5万円を超えていても収八印紙は貼付されません。          |



|!】
:||

pr文  甲 膨 XO,∫備考

領収書

2022年05月 16日

選ばれる町田をうくる会 御中  白川哲也 様

雫霊括筆塁皇£盈晟よ祀t望滑φ礼申し■げます。
何卒よろしくお願い申し上げます。

お支払条件 クレジットカード 納品場所 ご指定場所

株式会社プリントパ
可
Ⅲ617-0003

京都府向日市森本町野
TEL 0120-977-920

FAX 075・ 935-6890

御請求金額 6p80円 (税込) 納品期日 3営業日

ご注文番号 内 容 数量 単 価 金 額
|

PAC2986427Z 品名 :2022年第1回定例会議会報告
A4/両面4色 /コ ート90/2,500部 /

4沼:と :|シ
ボ仕上

:ゞ
?断
裁 (ご注来サイ:ズでお納め)

6080 6p80

ヽ

合  計
6,080

特記事項            ―

彗ヨ」ととこ言1:村≧身;岳常愁著言母岳岳名ヨξ#F覧す
?FT事実があィ「せ々の下‐i「F:｀

「
〒Ⅲ
書」とな
Fて

し
|:|｀
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白川てつや 様

毎度格別の御引立を戴き誠にありがとうござぃますと下記の通り
御請求させて戴きますので、お改めの上よろしくお願い致します。

4年

T194-0032
東京都町田市本町田 204

株式会社 アベ企画
TEL 042-722‐ 18'  FAX 042-721i23

お振込の際は下記口座にお願t

きらばし銀行 町田木曽支店
株式会社アベ企画

請 求 書 5月 限  NQ

5月 ,15日

普通 0731974

::“ :彗画毒 ::Hi曹 ::::::::: |■当:掏:講求嵩4

********** 6 5 65,835 ⑮

:::i:liO孝 ::1::患 ia曽連費荘Ⅲ球毒難二毒
==:轟
霊

:::::::::::::::::::i::::i:::::!:::::::::::::::::::::::::|:::::::::::

:メィィ::キ ::イ :::;:「 :::::イ :キ ::::::イ :::::「 :キ ::「 :::イ :::::::イ ::::イ :::〔 :キ ::::キ イ:

::::::::::ii:::::::::::|:|:::i::ii::::iiiii:::i:::::::::::::::::::i:::ii:

9

-26-
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広報費 買小計
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の
御 請 求 書

〒194-8520

町田市森野2-2-22

白,IIてっや事務所 御中
経理御担当者 様

―

TEL

FAX 050-3488-4104

この度は弊社をご利用いただきまして誠に有難うございます。
下記の通りご請求申し上げますのでよるしくお願い致します。

令和 4年  6月  1日

アB
株式会社 ポスか

霊ヽ

代表取締役

〒194-0013東京都町田市原町田4-21-19グラス町田101

TEL 042-851‐ 7224

FAX 042-851-7234

お支払予定日

2022年 6月 30日

*ご請求内容でご不明な点がございましたら当社までお気軽にご連絡ください。
*振込先 横浜銀行 町田支店 普通 6027337株茸会社 ポスかる
大変申し訳ありませんが、お振込み手数料はお客様のご負担でお願い致します。

合計金額 ¥81,936  (消 費税込み)

ポスト投函 市政報告【金井地区 : 4,815 部 5.0 ¥24,075

ボスト投函 下政報告【金井地区 : C 2,730 部 6.0 ¥16,380

Aポスト投函 下政報告【本町田地区: 81508 部 4.0 ¥34,032

〔予言・金額 ¥74,487

'南

| 霊税 ¥7〕 49

-28-
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領収書

選ばれる町田をうくる会―御中  白川哲也 様

平素は格別のお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
下記の金額正に領収いたしました。
何卒よるしくお願い申し上げます。

お支払条件 クレジットカード        納品場所 ご指定場所

御請求金額 3,390円 (税込) 納品期日 2営業日

2022年 12月 28モ日

株式会社プリント′

〒o17=0003
京都府向日
TEL 0120-977i920

FAX 075i935-6890

ご注文番号 内    容 数量 単 価 金 額

PAC3248810C 品名 :市政報告
漁v両面4色 /ニ ート90/500部 /

41王を||イ
ボ仕上が
!断
裁
|ド
注
|サィFFI納 PI

3.390 3,39C

合  計 3,390

特記事項

―※クレジットカード決済の場合には、金銭または有価証券の受領事実がありませんので、表題が「領収書」となつていても、
印紙税法基本通達第17号の1文書には該当しません。
※5万円を超えていても収入印紙は貼付されませんど

一
ィ

ヽ

工29エ
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領収書

選ばれる町田を,くる会御中

こ4,注文番号

230306859900‐ 91

◎i禅

日付:2023年3月 00日

領収書番号:R-230306859900

ラクスプ

〒141‐0021東京都品川区上大崎2-249アイケイ レlF
,   teた o3と4577と9200 matt COntact@Faksむ Lcom

_| :  k l¥al「 913・ i   tli‐
夕 但し 商品岱と,て ´!         ■
■記金額を耳に軍領ぃたし事した。(ヽ i

/商品佐練

(2022年第4甲窪例会市政的
チラン・フライヤーiA4,両面カ
ラ■,光沢紙(コ‐Ⅲ)i標準: 

′

90kO   `         ′ :

:蔀数

i7iOoo部

金額

¥29,012

¥29,012

¥29,012

¥2,991
¥31:913

クレジットカード

出荷日

202a年

3月 8日

ィ注文内容:  ヽ

注文合計と

 ` 消費税:
こ4請求合計金額:,

→支払ぃ方法|

丁■■
~rr'「 ~`‐ ~~●

ff r~デ ~~i ri「

i.′  | .



領 収 書
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等 貼 付 用 紙

広報費 買Jヽ計 /五′
`丁

―円 備考 て,`′ 夕,r

埠…, P rir,

誓割ふ必 けじ
イウ予
‐
4_R′▼ 三

棄霜緩喜暴尋捺三護雰色犠 iまれイ氏十二韮な志



令和   5年  3月  7日

御見積書
株式会社ポスかる

白川てうや事務所 御中

自川様

東京都町田市原町田

TEL 042(851)7224

FAX 042(351)7234

平素よりご高印賜り、誡にありがとうございます。

下記の通りお見積申し上Iすます。

紬 品 場 所:直納       「

支払い条件 :配布完了後 月末締七刀菫月末御振込
イ

有 効 期 限:     
′

ご注文書

上記内容でご注文の際は必要事項をご記入の上、FA測こセご返送願いますと

*お見積内容でご不明な点がございましたら当社までお気軽にご連絡ください。

グラス

担当

ポスト投函 活動レポィト【A】 8,730 部 ¥34,920

ポスト投函 活動レポィト【B】 4,910 部 5 ¥24,550

ポスト投函 活動レポート【c】 2,760 部 ¥16,560

合計金額 ¥76;030

消費税 ¥7,603

合計金額!¥83,633 (消費税込み)

会社名

ご担当者署名

たヽします。上記内容

令和 . 5年   月   日

-33-



領収書

2023年03月 25日

選ばれる町田をつ くる会 御中  白川哲也 様

干素は格男lのお引き立てを賜り厚くお礼申し上げます。
下記の金額正に領収いたしました。
何卒よろしくお願い申し■げます。

お支払条件 クレジットカード 納品場所 ご指定場所

御請求金額 31430由 (税込) 納品期日 4営業日

i株式会社プリント′
〒617勺003
京都府向嵐市森本町野
TEL 0120-977-920

FAX 075-935-6890

買小計

注文番号 内 容 数量 単 価 金 額

PAC3346207, 品名 :2922年第4回定例会市政報告

経洋 暮ヽ湖絡
!巡醍争砕 ゃ納り

l 31430 3143C

合  計
31430

特記事項

釜ξ算ヨJせ音1ヨ博li尋岳常啓ぞ奪‖岳二名ヨSttF席争
の
,1甲
≡実が
:り

ま
|んT〒
、表題が『領収

ill↑

っていても、
-32-           ヽ



:遺親費 頁小計

領 収 書

発弔! |デ

主主 ム

選ばれる町田をつくる会    御中

但 新聞折込料として
上記Tに領収いたしました心

内  訳
税抜金額

消費税等

発行日 2023年  3月  28日

新聞折込のオリコメ

株式会社 アット

T227-0051

神奈川県横浜市青葉区千章台4e=5

TEL: o45-971-6966

FAX: 045-971・ 7654

※電子領収書の為、印紙税の課税対象とはならず収入印紙は貼付されません。
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2022年第1口足例白0
市政報告鍮4田但します目

日時 :S月 28日 (土)14:00-15:00
場所 :町田ァ
~ザ
イン&建築専門学校 ラポール

mdCホールI号館 (町田市森野I丁目26-3)
会費:無料

申し込みはメール・FAX・公貧ホ…ムペィジの
メールフォームにてお願とヽ致します

器 駕 R総 干
Witetstts面 曲 Wacom

E‐man:hfoQetsuya‐ shirakawaocom

FAX:050‐ 3488望H04
は面のフォームをと利用下さt→

正

“
ロ注

聴

20?2年第1回定例後猥り遇り

ィ町田市長,市由会出員選挙後初の定例会

ザ市奉〕皮入は「1年比41.5億円培の677.7億円

隅螺箭軸 薄2中

卸繁オ製刷銘錦圏聯
ヤ
沌臨鏡姿零霰翻塩請

ジ

日■
田■

政治をかえる通信 VOL 65

町田市議会:町田市森野2‐ 2‐22
選ばれる町田をつくる会

info@tetsuya― shirakawa com

咄4γ tetsuya‐ shirakawa cOm

1981年 9月 29日  40観

・贈0台鋤構H
a洒の営小学機

・逮丼中学校

・ 町田萬破
B学習隣大学撻灘学部
。東京農工大学大学隣R学府修士船

・慣凝銀行 く2005年 -2009年 )
秘名酷勝諄議観潮努胡鶏秘鶴謙理ぎ
・会社酸立・甚営 (2013年～〕

零霊f韓忌翻智扇羅習上橘嘱土瓢憲熟稲r内「
点る爛島

・町田市HttH員 (2010年一理在4閣 E〕
彗暗鍬繋警監瑠騒欝翼躍路離船

四

■

■

■

:撃君象譲尋潟買妻騒Ⅲ格

・フアイナンシャル・フランエング技出士〓
ロ裁
２

Ｈ貝
年

０

ト

1
１， ‐‐‐

一
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□″に口するこ相収
aHaに鷲

`こ
と

a“蔵嶺告,0中島
□研年    月    日

男 /女
一イ

4環目について…般H間通告を行いました

1、新型コロナゥイルス感梁症への対応について(自宅療養者・濃厚接触者)

2、公共施設の整備について(文化芸術ホール・シバヒロ・新産業創造センタエ)

3(指窄管理に対する市の見解を問う(2021年度包括外部監査を受け)

4、
甲中
再生について(多摩都市モノレ‐ィレ町田方面延伸ルート選定を受け)

:攀
蓮靱瞥〒

緊鰯翻翅鶉詩廊ニ

零
靴揺詩魏聾:築g彊垂酢:皆:

〔仮称〕甲際平事藁術館の子革に直対しました 反対理由は以下の送りう

添襲解 留 agま
での算務負担待為2,億円を

易更望
、0月の政
有
的予
宇?段
階十も甲止合うにも関わ

緞 澱禽と皇
°%の
中設
となって
|る
が、収支に見合,Ⅲ入の根拠

薪勒簸車禦≧麹靭震糟騨覇冨召

爾螂尋繋鶏苧継騨鞘離絆魏章
雰肇舅岳斎割霞寮姿藍瑳堪湛殿:    電子分が明確イとされそ井降

香麟曇議暴:1垂辮鼎鞘審鍵漁

湖纂驚辮 降糊冥   g薬 業際 :

甲
恥

お問い合わせ TEL: 050H5 73‐ 7098

氏  名

内  容

E‐ mail:info@tetsuya‐ shirakawa.com ′ HP:http:′ ′wwW.tetsuya‐ shirakawa.com
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撃緊路亀房理曇民療乗
幅上昇t+4億 8田000方
田

'の

見込み
↓

町田市議会にて工事貴
削減努力を継続すること
を求める決議を可決 !
(詳細裏面)

長年1者応札だった町田
市ゴミ袋の仕入れ業務の
是正を促し複数応札 !

↓
物価高でも仕入れ値の増
額が軽微に!(詳細裏面〕

★実現

ロ ロ

□

索 どをうえるう邑イ≡VOL 66

町国市議会 :町田雨藩野 2‐222
ど(11を 町田をつくう■
i下 ^=tettt yぅ こh rakawa ccnR

/、イ,V tetSttya― sh「 5kavya colm

1981年 9月 29日  41歳

・藤の台幼稚目

・藤の合小学校

・ 金井中学校

・町田高機

・学習院大学経済学部
。東京豊工大学大学院農学府修士蜀黒程

・横浜銀行 (2006年～2009年 )

居曇≧彊合霊呼r晨法撃耕妄埋令騨 1観
'採
鷲離撼魂r

。会社設立・経営 (2013年～)

昌翌計錆慇鍵i長軍暦性患誘召1縦 撃整を髯嵩阿潰J
・町田市議会議員 (2010年～現在4期目)
甚書〒岳議景百羅 雛舌旨電籍 ヨF虐法卍蔦曇開紺

88
89 N◎

・証券外務員―湮資情
,証券外務員血部旨理資格

:嶺害標蔭番垂炎要増ロ

らこその政策

BI 所属4期
媒 重患零語ヨ計:聟

霞 i蓄雷懇壁魏 著資↑善

(ら,議・税,と・巌甚・0馬軽消・ 1ヽ賃管理)
。大型自動車第一種見許
・策無免詳僻―後,」凩

'_許

・わ4踊許・編照売詢  etc しています

営者
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月    日
男 /女

て仮称)町田市立国際工芸美待脳実施設計の進捗状況について

町田市■般眸棄物指定収集袋購入(単価契約)苛決

以下、2022第2固定伊」会の一般質問のやりとりで魂

禦撃聯 麟 観 鵜 軸 蓄脇鋼 鱗

詈整と書

鬱政治をかえる通信

お間い合わせ TEL:050H 373‐ 709

氏  名

内  害

E・ mail:infoOtetsuya‐3hirakawa,com ′ HP:htt,:′ ′wwW.tetsuya・ shirakawa.● om
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9値 Tぅ835万円

猟 襲造尊経費
3ほ29972万

長年二五出塾だった町田
市色4み義の仕入れ巣鋳0
是正を促b複数応札 !

増価高でも仕入れ値0増
領が軽機に!(碑釧裏画〕

ロ

ロ

ロ

ロ

Eロ

du

政治をかえる通信 VOL 67

町国市議会:町田市森野2‐ 2‐22
選ばれる町田をつくる会

info@tetsuya―shirakawa com

― tetsuya‐ shirakav′ a com

この経貴
0軽報

1981年 9月 29日  41歯

・薦0台鋤確園
・雷の合′Jヽ撃横

・金井中学校

・ 町田萬横

・ 学習鵬大学経済学部
。東京諷工大学大学院風学府修士冊

。慎湧銀行 く2005年ヽ2009年》

議名踏島鷲議覇潮切胡鶏駐嵩謙黎ぎ

・会社骰立。経営 (20壻 3年～〕

:鶴観線 署柴亡解|!縦載脇盟紺
珈

・町田市歯会H員 (2010年～■在4用目)
讐崎鍬裂需監蜘 講

=
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日

■

■
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らこその政策

“
BB 所属4期 〔HO・日と'滋0・a― ・甑 雪H〕
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年   月   日
男 /女

|

町
田
市
議
会

２
０
２
２
年
第
４
回
定
例
会
　
議
案
概
要
よ
り
抜
粋

市民・事業者がごみを」‖IIす る際にlt用する指年収案袋を調蓮するため、物品供給半価契約
を締結するものです。

【融栗の内容】
次の各種指定収集袋を,I,大するものです。
燃やせるギみ専痢袋、燃ゃせないごみ専用袋、容器包装プラス
ア袋、ゃむつ専用袋、事業ごみ専州,袋
二酸化炭素排出量の肖1放をH指 し、ポランティア喪にバイオマ

【議案の法的根拠】
O地 方白治法第 96条第 1項第 8'l財 産の取得 )
O地 方自治法施行令第 】21条 の 2第 2項 (議決に什すべき財′.なの取得の基準)
O践 会の議決に付すべき契約及び財産の取得主たtt処分に関する条例第 3条 (議決に付すべ
き財lttFの取得)        十

Tr田市一般廃葉物指定収集袋購入 (単価契約)第 11?号議案議案名

O

O
O

チッタ専用袋、ポランティ

ス涼料を導入します。

○ 履 行 坤 限

田r田市一般廃秦物特定収集袋購入 (単価契約〕
一般競争入札
273,18S,550円 (推定総額〕

擁ミ磐遂黛雪奔世少テ

丁

具濡

号イムーブルヨジマ 4階

敗締役営業部長 篠原 光 ドヽ
架綺確定の日から2024年 3月 31Rま・ぐ

【契約の経要】
○ 契 約 目的

O契 Tヽ」方 法

○ 央約 金 抵
O契 約相手方

町田市中級腕森鞠指定収祟機購入(単価契約)可決

雰下、2022年第2回定例会の一般質問のやりとりで売

緊聖    書鍛縣 二塞聞ョ錦抽随謡蹴

よヽう、次

るようにし、

J

えている。していることも要因である考

ある

限定

いるとの声もあ

けで関し

かく定めているこ

ⅢHl

えると1者

は、入札し

えている。また、安定

(自,II)他市であれば、 可であったり、燃え
していれ

るヽことについて取り

ないよう

市としても、
と、でき

になるリスクなど

一ｍ
一

．
隷

袋
で
:こ

りと、1

鬱政治をかえる通信

お問い合わせTEL:0 口5373‐ 7 98

氏  名

内  害

E‐ mail:infoOモ etsuya・ shirakawa.com ′ HP:http:′ ′WWW.tetsuya‐ shirakawa.com
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No:2022072003 発行日:2022年7月 20日

御請求書

選ばれる町田をっくる会 木目田英男 御中

TEL:042-796-7771

木 目田英男後接会様
T194-0011
東京都町田市成瀬が

T♂形肋
―
社ク‐プラスト

194-0022東京都町田市森野1

TEL:042-725-9977 FAX:042-725-9

E―MAILitsukamot9@web― trust,c6.Jp

担当者 !塚本 貴― '

工

Zヽト

遷卜厳|

振込先 :PayPa鐸艮行

.  すずめ支店002普通 4411258
日座名 :力 )ウェブトラスト

!

り

御隋求白H:    ¥58,080

52,800. ¥52,800

聖 二

税抜

800

消費税 1096

5,280

総 額

¥58,080

振込手数料
|ま
お客様ど負担でお願いいたします。

備考
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中
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く
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ロ
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ナＶ

奮せんど

|

場ヽ合は*印で消しております。 →

必一じ
こ不lJ用控え 1し横浜金晨1各 こ利用控え

どγ
lい 横浜銀行

10領毎から々 ■ドo贈号にうぃて|

0こ預金の顔 l,入れ0堀含Iよ必,お通帳をと瑠」用願いまi
お問い合わせすることは絶対0りません。

,

と

ｒ
ゝ

|

キ ャ ッシュサー ビスこ利用 明細

取引銀行 取引店 口 座 番 号

取 扱 店
64704

お 取 引 自
~

04-08-19
時  亥J
1415白

溢
お

お 取 引 後

田支店
通 3884109
)マチタ“タィムがシャ様

電
七) ぽ し銀行

レルマチタ
い
ックルカイ様ラサⅢ

Ⅲ

話番
印紙税申告納

付につき東

鶴 済

取引銀行 取引店 口 座 番 号

取 扱 店

h47∩ 4
お 取 号1 日

04-09‐ 09
時  刻
lh:ク 3

お取引内容 お

お 取 引 後 の

お

受

取

火

械露翌噴 賊署郡

きらば し銀行

町田支店

普通 0075779

電

)マ チタ・ ガ ヤーナルツヤ様

こ
依
頼
え

Iラ

'ド

レルマチタ・ ツクルカイ様

電話番号
印紙税申告納

付 につき東

挽腸撞壕撫済

真■ヽ言十
/牛つ‐/浄針 円 備考

区 !分 番 日 付

051Cli10/

ワ31

面 舗
再

:4:う 2 半44U円
お つ り **||「璃 ▼

み

普通 025o817
ユ)・マチダ タイムスリ ヤ .様

ラハ|｀ レルマ'チ タlツクルカイ 様

0

電話番号

浜銀行
田支店

区 分 綴 番 処理番号 日 付

115 1 0.5- 1:=2
銀行番号 店 番

3

0 0 0
(着ヨ ⌒

¥38勇 き25,00儀
お つ り ****鴇

―
**ノ

¥5,0.1勇
⌒

らばし銀行
田支店
過 0075779
)マ チタ
い
デ 十一ナルツヤ 様

Iラ ,11レ ルマチタ
い
ックルカイ 様

00

話番号

裏面を必すこ覧下さい 裏面を必す
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０
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町
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ポ
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■
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↓
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翔
市
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ｉじな
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よ
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環
境
美
化
セ
進

め
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快
適
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暮
ら
せ
る
町
田
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是

そ
⊇

渉

て
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ｋ
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空
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番
フ、盈
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争
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駅
周
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歩
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っ
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イ

-
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不
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産
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取
販
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一
分
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築
・
リ
フ
ォ
，
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ま
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づ
く
，
に
奉
ｔ
，
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一

似
着
及
一黛
識
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日l~木曜3)令不白14章(2022)8 5・日
わ
る
統

一
協
会
な
ど
（
新
た

な
問
題
も
一出
榎
す
る
中
で
〈

臨
時
国
会
が
与
党
提
案
３
酢

ォ間
と
い
う
‐短
さ
で
開
会
と
な

っ
て
い
ま
す
「
ド
イ
ツ

一
七

二
〇
円
、
イ
ギ
リ
ス
一
五
七

本
当
の
ウ
イ
ズ

コ
！
ナ
と
は

■
般
社
回！済
大
町
日
市
医
師
含
会
長，
一杯 へ

の
投
資
に
予
算
を
重

硬

薯

え
孫

、

点
配
分
す
る
こ
と
が
必
要
で

○
円
、
米
国
ニ
ュ
ト
ヨ
ー
ク

す
。
日
本
は
、
な
ぜ
真
百
日

市
二
〇
①
Ｏ
円
、
オ
■
ス
ト

に
働
い
て
も
所
得
が
上
が
ら

い
ら

つ
し
や

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
毒
性
に

す
。
．

・
現
在
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
新
型
コ
Ｈ
ナ
第
７
波
が

猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
、
市

民
の
皆
様
は
再
び
厳
し
い
対

応
を
迫
ら
れ
い
る
と
思
い
ま

克

　

・・
　

　

ヽ

昨
年
夏
の
第
５
波
は
ワ
ク

テ
ン
未
接
種
者
の
重
症
肺
炎

愚
者
の
収
容
ベ
ッ
ド
が
不
足

し
，
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
デ
ル

タ
株
そ
の
も
の
の
高
い
病
原

性
が
猛
威
を
振

た
。
オ
ミ
ク

．院
忌
者
で
駿
素
控
与
を
要
す

一る
方
は
一わ
ず
か
で
す
や
す

・
昨
年
要
ぢ
波
で
は
墓
承
都

内
で
の
■
日
の
最
多
腸
性
者

数
は
８
丹
側
日
に
３
千
９
７

９
名
↓
重
症
者
数
は
■
目
最

大
約
３
０

‥０
名
、
今
年
の
第

６
波
で
は
２‥
月
に
１
日
最
大

陽
性
者
数
…
ｉ
ｌ
万
６
千
２
９
８

名
た
重
‐た
者
数
紅
８０
名
、
第

７
波
で
は
８
月
６
日
ま
で
で

１
日
最
大
陽
性
者
数
Ｂ
万
４

千
１
２
１
名
／
重
症
者
数
３９

名
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

を
含
め
て
ど
ん
な
カ
ゼ
も
０

く
ま
れ
に
は
重
症
者
が
出
ま

す
ゃオ

ミ
ク
ロ
ン
株
第
７
波
は

感
染
者
数
が
膨
大
な
た
め
、

や
は
り
あ
る
程
度
の
重
症
者

は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ

れ
区
上
の
重
症
者
が
出
な
い

こ
と
を
祈
り
ま
す
０
　
一

重
症
に
な
ら
な
い
た
め

一昌
聯
者
を
含
め
た
ハ
イ

リ
ス
ク
な
方
へ
は
ぜ
ひ
４
回

目
接
種
を
受
け
て
ぐ
だ
さ

清
へ
つ
対
応

一
導
務
処
理
で

疲
弊
し
て
い
ま
す
。　
一　

．

関
し
て
は
、
上
海
市
で
の
市

患
者
さ
ん
区
外
に
も
対
武

る
発
熱
診
療

・
検
査
埜

民
２

‐
５‐
０
０
万
人
全
数
Ｐ
Ｃ

Ｒ
調
査
で
，
陽
性
者
の
９
割

一以
上
が
無
症
状
で
あ

っ
た
と

今
年
３
月
に
報
道
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
一　

一　
　
　
“

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
明
ら
か

に
軽
症
化
し
て
お
り
（
や

っ

と

一一昨
年
来
務
た
ち
が
期
待

し
て
き
た
方
向
に
向
か
っ
て

い
ま
す
。
一欧
米
で
は
４
月
以

降
、
日
常
生
活
を
か
な
り
通

常
に
戻
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
町
田
市
を
含
め
て
日
本
国

内
で
は
、
医
療
従
事
者
が
陽

性
者
Ｉ
濃
厚
接
触
者
と
し
て

出
勤
で
き
な
い
た
め
に
、
病

床
は
冬
い
て
い
る
の
に
も
か

か
つ
り
ず
コ
ロ
ナ
以
外
の
重

症
悪
者
，
緊
急
を
要
す
る
病

気

へ
の
対
応
が
で
き
な
い
危

機

‐
的
状
．況
に
な

っ
て
い
ま

で
も
ス
タ
ッ

な
い
た
め

第
５
波
で
は
町
田
市
医
師

会
も
阿
田
市
保
健
所
も
申
等

！
重
症
者

し
て
い
ま
し
た
が
、

膨
大
な
数
の
軽
圧
者

医
療
以
外
の
多
く
の
職
場

約
７０
か
所
あ
り
ま
す
べ

数
の
軽
症
発
熱
者

・

し
き
れ
な
い
の

地
域
‐Ｉこ
必
更 ・る

書
．

1幹内警崇弟歳議≧:桑
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常

務
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事

代

表
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事
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勤
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組
　
襲
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小
・

ぬ
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勇

小
　
服
　
一零

町
田
市
森

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（八

募虻干事
一特卑下…

五

〇
▼
え

七

轟造り

町
田
食
品
衛
生
機

会

長
杉
　
浦

副
会
巨
山
一　
担供

裂
憂

上

方

副
会
長
‐Ｉ‐中
　
剣営

矮
　
熱
孵

継
・基
一

・

孝

霧

！轟

事増
√
衝
叫
謡
∝雌ヤ和
箋
工
帝．砕
ェ

②

▲
富

≡イ

一

東
京
町
田
ロ
ー
タ
リ
■
タ
ラ

Rot,ry鰈

会
　
長
地
　
主

套
エレ筈
野
　
用

副
会
長
ｒＩｒ四
　
典
一

幹
　
事
柴
　
矯

重
一
貴

一
　
十差

森
■
義
一

事
務
局

町
田
〓

秦
弔
　
　
才一壺

Ｆ
Ａ
Ｉ

東
京
Ｌ
田
一中
ロ
ー
タ

Ⅲ計y離
会
・　
長
埜
工
・

会長エレクト　ｒｒ＝″

幹
　
事
ｈ松

〈言　
討
大

療

・

島

，

葬

一

一貫
■

イ
事
務
鳳
釘
憂
烹
守
〓

秦瑶
　　孝〓

Ｆ
・
Ａ
・Ｉ
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白1的に、
た会流で

き
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kai

に
加
え
た
新
た
な

と
、
市
民
へ
の

◇
い
じ
め
‘

対
策
の
強
化
・

◇

ト

ー

タ

の
継
続
と
、

の
早
期
建
設

す

と
ヽ
景
気
や
健
康
を
増
幅
す
る

一の
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一
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団J國市議会合明党舎奉回騨鵡歎縄 奮
市議会公明党は、町田市長に新型コロナウイルス感染症対策、物価高騰
対策を含む政策要望を提言しました。主な政策は以下のとおりです。
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め
り
が
と
う

「お
う
ち
で
む
は
ん
」
事

市
内
で
児
童
扶
養
手

謗

蚕

６

∧
の
所
ま
で

よ
う
と
（
役

っ
て
い
く
と

り
よ
う
な
る

０
よ
り
御
礼

り
」
。

・じ
幼
稚
園

彎
り
子
氏
）

示
り
が
（
十

一十
三
日
の

回
園

（高
ヶ

で
開
催
さ

，テ
ー
マ
は

μ
楽
し
み

・

、創
琶
し
ヘ

震
ニ
ツ」
。

υ
キ
山
。
　
一 ４３

回
造
形
祭
り

当
を
受
給
し
て
い
る
様
々
な
・

事
情
を
抱
え
た
子
育
て
世
帯

に
対
し
い
親
の
家
事
負
担
の

軽
減
や
、
子
ど
も
の
健
全
な

成
長

‐、
子
ど
も
と
の
団
築
の

時
間
を
増
や
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

学
年
・年
長
組
（；

歳
児
）
い
年
中
組

（４
歳
児
）、
年
少

組

（３
歳
児
）
と

あ
り
ま
す
の
で
、

学
年
０
と
に

『
じ

ぶ
ん
た
ち
が
し
た

い
も
の
』
を
や
っ

て
み
る
と
云
う
こ

と
に

′
し
ま
し
た
。

・　
３
歳
堀
は
ア
オ

・Ａ
シ
の
電
車
に
乗

に
赤
や
黄
色
の
セ
ロ
ハ
ン
を

難
っ
て
申
ひ
ら
丼
の
景
色
を

眺
め
楽
し
む
と
か
、
５
歳
児

は
滑
り
台
と
プ
ラ
ン
コ
を
使

い
■
遊
び
０
ュ
■
ナ
■
を
作

つ
示

事

。
・

一
屋
一内
展
示
は

・
、
カ
レ
ン
ダ

・一
や
構
画
を
展
示
しＬ
て
い
手

い
一́
ヨ
ク
う
冬
彗
コこ
賓
つ

弟  ひ
つ

じ

幼
稚
園

学園は、1.        ′f:
卜の矢考「独創力」をもって進展させて参うます。
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(水罐1日う(3) 令:禾日15

り
意
し
た
虫
亦
年
セ
箇
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
コ

ロ
ナ
や
物
価
高
を
は
じ
め
ヽ

失
わ
れ
た
３５
年
と
言
わ
れ
る
一

輩
羹
静

業
、
ベ
ツ
チ
ヤ
ー
や
ス
タ
ー

タ

シ

幕

肇

霊

，

次
世
代
へ
の
少
な
い
投
資
い

３０
年
間
上
が
ら
な
い
賃
金
、

・
新
年
開
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
栓
ざ
い
ま
す
↓
皆
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
で
は
（
健
や

か
に
新
年
を
ね
迎
え
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
申
は

，
■
Ａ
阿
日
市
の

各
事
業
に
つ
と
ま
し
‐，
で

，
造

一利
用
■
途
憂
顧
と
格
別
つ
ご

．理
解
“
Ｏ
協
方
を
賜
ヶ
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
・

．
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り

・
ま
す
と
、
新
型

コ
Ｈ
ナ
ウ
イ

一ル
ス
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
流
行

ゃ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
端

・
物
価
の
高

〓
て
は
ガ
リ
げ
ま
す
玉
昨
年

の
臨
時
国
会
か
ら
２
ケ
月
間

で
大

′
臣
が
４
人
辞
任
し
・、′多
．

く

―の
国
会
議
員
つ
旧
統
一
教

会
と
の
関
わ
り
が
明
ら
か
に
一

な
る
中
で
―
量
き
に
亙
９
日

本
か
ら
の
多
額
の
寄
付
、
資

金
が
旧
続

豆
塾
雲
を
通
じ
て
．

北
朝
鮮
等
に
流
れ
、
今
そ
ゅ

北
朝
鮮
か
ら
の
ミ
サ
イ
ル
等

ま
た
憾
十
年
に
上
け
な
ど
と

言

っ
て
い
た
消
費
税
、
さ
ら

に
十
月
に
は
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
導
入
な
ど
増
税
議
論

一

色
で
す
ｆ
構
造
詢
冥
上
げ
の

．具
体
栗
は
無
く
Ｆ
節
年
間
で

平
均
賃
金
は
米
国
が
三
〇
〇

万
円…
〈
韓
国
が
一
一三
〇
万
円

上
が
り
、
日
本
は
僅
か

一
八

中
期
計
画
に
基
づ
く
経
営
基
盤
の
一確
立

。
強
化

町
田
市
長
業
協
同
組
合
住
表
理
事
組
合
長
・士
Ｒ
川
五
命
明

騰
卜
歴
史
的
な
円
安
が
私
た

ち
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
し
た
・。

■

．

一
‐２
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
第
８
波
の
到

来
に
よ
り
感
染
者
が
全
国
的

に
急
指
し
、
当
組
合
に
お
い

て
も
職
員
数
名
０
慰
烈
が
糾

明
し
た
た
め
に
，
お
客
さ
ま

一と
職
員
の
安
全
を
最
優
先
に

考
慮
し
↓
一
部
金
融
店
舗
を

短
縮
営
業
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
ド
皆
様
に
は
（
０

不
便
と
お
迷
悪
を
お
掛
け
し

ま
す
が
，
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
引
き

一輸
洋
薩
稲
辞
難
貯
型
蔀
鰤
翔

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
ｏ
・

一
ま
た
ご
邑
蚕
雪
取
‥り
巻
ぐ

舞
境
は
（
大
変
厳
し
ぐ
、
従‥

来
通
り
の
農
業
経
営
で
は
所

得
を
生
み
出
ビ

ｔ
く

難

し

く
な

っ
て
き
て
い
る
状
況
で

す
ｏ
舟

缶

え、
農
聾

材
か
ら
燃
料
や
肥
料
↓
飼
理

な
ど
の
価
格
高
踏
も
あ
り

ヽ、

さ
が
続
い
て
お
り
ま
す

・。
一

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
昨

年
秋
に
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

物
価
高
騰
に
よ
り
必
要
経
寮

が
高
騰
し
て
も
（
販
売
価
格

へ
十
分
に
転
殊
し
な
い
こ
と

・Ｃ
収
益
減
少
の
影
響
を
受
け

て
い
る
農
業
者
の
負
畳
を
軽

減
す
る
た
め
、
Ｊ
Ａ
町
田
市

と
何
担
市
が
連
ｉ携
し
，
農
業

．経
営
に
が
か
る
経
費
の
一
部

こ
凄
育
吊
資
や
し
た
な
だ

力
狩昌

全
保
る
重
〈
本
ハ一

て
＝鮨器

信
田簿:藉蕃

に
お
基
艘
で
ネ

は
△
の
商塞

針
」
た
。

に
水
経
営
星た
ス
制
（
た
肇
新
カ

た の
0鶴
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